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「聞思する生活」 

私が自坊へ帰ってきた時、ある先生より「1 日１０分でもいいから、仏語の出てくる本を読んで

ください。そして、仏語と共に歩んでください。」と言われたことを思い出します。僧侶として生

きていく上で生活に追われながらも本願念仏の教えに立ち返る歩みをしてほしいと願われての言

葉だったのでしょう。またその言葉は、自分の考えや経験をたよりに教えを聞き、自分の都合で教

えを解釈し、独りよがりになっていく危うさを見据えた言葉だったように思うのです。 

「聞思する生活」とは、日々の生活が本願念仏の教えに照らされ、どこまでも自身が問われ続け

ていく生活。つまり、聞き学んだ教えを日常生活の中で自身の在り方を通して確かめていくことで

あるといえるのではないでしょうか。 

当研修会では、参加者の皆様に法話をしていただく時間を設けております。同じ道を歩む仲間と

共に、聞法・学習・法話実習を通して、御聖教に自らの生活や生きる姿勢を問い尋ねてみませんか。 

皆様のご参加をお待ちしております。 
 

 

 

研修趣旨  「聞法・学習・法話実習を通して、仏語を聞思する生活を確かめる」 

 

日  時  ２０２２年３月１日(火) １６時３０分から (受付は１６時から) 

              ２日(水) １９時まで    (１泊２日) 

 

会  場  講  義：真宗大谷派北海道教務所 ３階 教研室 

           (札幌市中央区南７条西７丁目２９０ ☏０１１－５１１－５２１１) 

      

法話実習：札幌別院大谷ホール(札幌別院婦人会定例)・北海道教務所 

           (札幌市中央区南７条西８丁目２９０ ☏０１１－５１１－０５０２) 

 

講  師  金石 潤導 先生 (南第３組 開正寺) 

 

講  題  『南無阿弥陀仏‐人と生まれたことの意味をたずねていこう‐』 

 

参加対象  有教師 

  

参加定員  １０名 (定員になり次第、締め切らせていただきます) 

 

参 加 費  ７，０００円 (ホテル代含む〈宿泊先ホテルは事務局にてご用意致します〉・当日会場受付に

て納入いただきます) 

 
法話原稿  日程２日目に参加者１人につき１５分間の法話実習があります。研修会参加にあたって、「南

無阿弥陀仏‐人と生まれたことの意味をたずねていこう‐」をテーマにした法話原稿(１５分

間の法話に必要な分量：１５００～２０００文字程度)を事前に準備しておいてください。  

(※提出の必要はありません。) 



 
服  装  間衣・輪袈裟(畳袈裟可)・小念珠・白服又は色服(U字シャツ着用)・スーツ・ワイシャツ(男性

の場合はネクタイ着用)・雪駄(法話実習時に使用)  

(※法話実習時は白服を着用してください。) 

 

持 参 品  『真宗聖典』、筆記用具、ノート、法話原稿、保険証、その他(各自必要と思われるもの) 

 
スタッフ  池浦良敬(同朋教化部門幹事・第１６組順敬寺)・鳥毛浄生(研修部会長・第１７組蓮生寺) 

      畠山智光(実行委員・第１５組真宗寺)・宝喜智明(実行委員・南第３組光德寺) 

 

事 務 局  鷲嶺彰宏(教区駐在教導)・中西志香(教区駐在教導)・寺林如江(教区青少幼年指導主任) 

 

申込方法  参加を希望される方は、下記の QR コードまたは URL から必要事項をご記入のうえお申し込み

ください。なお、申し込み締切りは２月２１日(月)までとなっております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://forms.gle/Vur8foZVrsJvwYGHA 

 

注意事項 

・新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、参加される方については北海道教務所への入館

時に検温、マスクの着用、手指消毒等のご協力をお願いいたします。当日の体温が３７．５度以上、ま

たは平熱に比して１度以上高い場合は入館できませんので、日常の体調管理に十分留意しご参加くださ

いますようお願い申しあげます。 

 

・新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況により、当研修会の全てを Web 配信(Zoom 配信)にする場合

があります。その際は別途、あらためて参加者に対してご案内いたしますことを申し添えます。 

 

お問い合わせ  その他ご不明な点がございましたら、北海道教務所(担当：鷲嶺・中西)までお問い合わせ

ください。 

 

 

 

主催 真宗大谷派北海道教区教化委員会 教化本部同朋教化部門 研修部会 

https://forms.gle/Vur8foZVrsJvwYGHA

